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COLEOPTERISTS' NEWS

日本産ツツキノ コムシ科検索図説 IV 11
ツツキノコムシ族③ (エグリッッキノコムシ属, ホソツツキノコムシ属)

川 那部 真

l - 4. エグリツツキノコムシ属 Ennearthron MELLllii, l 847
o,''の頭糖は両側が突出し,  一対の三角状突起を形成する.  ッッキノコムシ属Cisによく似ているが触角は9
節, f頭幅の突起間には切れ込みがあり, 背面は短剛毛で被われる. 個体変異の幅が明らかではなく , 分類の難
しい種が多い. また早だけでの同定は困難. 複数の未記載種がある. ハヤシツツキノコムシは属の所属を含めて
再検討が必要で,  ここでは解説だけにとどめて検索表と検索図には掲載しなかった.
過去には触角が9 節であるという理由だけで世界中から多くの種が本属の種として記載された経緯がある
が, 現在確実に本属に所属するのは, 下記の6 種 (ハヤシツツキノコムシを除く ) と北米産の2 種だけである.

種への検索( f)
1.  腹部腹板の第1 節にa更孔を欠く

- 腹部腹板の第1 節中央に腹孔を具える
エグリ ッ ッキノ コムシ

2.  前胸背板前縁の2 突起は非常に太く大きく, 上から見ると頭部の先端を越えて伸びる. PL/PWは0.93 以
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上 ソノ ブト ェ グ リ ツツキノ コムシ

前胸背板前縁の2 突起はとくに大きくなく, 上から見ると頭部の先端を越えない. PL/PWは0.93 未満

体は暗掲色から黒色
体は赤褐色.
頭糖両側の三

クロエグリッッキノコムシ

角状突起は縦にやや長い. 前胸前角は, 横から見ると幅広く丸まる

頭糖両側の三角状突起は幅広い. 前胸前角は, 横から見ると有角状
前胸前角は, 横から見るとほぼ直角. 第8 腹板は幅が広い. _ _

前胸前角は, 横から見ると鈍角. 第8 腹板は幅が狭い. _ _ _ _

イシハラ ェ グリ ッ ッキノ コムシ

チュウジョウェグリッッキノコムシ
_ _ーアマ ミ ェ グリ ッツキノ コムシ

1 -4-1. エグリツツキノコムシEnnearthron cornutum(GYLLENHAL, 1827)
保育社『原色日本甲虫図鑑III』 p 283, No 28.
体長1.47~1.86 mm ( f平均1.67 mm), 上翅幅0.67~0.83 mm の腹部腹板第1 節に腹孔を欠くことで,
他種とは区別ができる. 本州では中部以北に分布し, 標高の高い地域に生息する. 分布: 北海道, 本州; ユー
ラシア. 寄主菌: ツリガネタケ,  ミヤマウラキ'ンタケ, ヤケイロタケ.

l -4- 2. ツノプ トェグリツツキノコムシ Ennear thron robus ticome KAwANABE, l 996
KAwANABE, l996, Jpn. J. syst. Ent., 2: 105.
体長1.22~ 1.89 mm ( f平均 1.62 mm), 上翅幅0.53 ~0.76 mm の前胸背板前緑にある一対の突起は非
常に太く大きく , 頭橋の三角状突起を越えて伸びるため, 頭部が前胸背板で隠れて上から見えない. 少ない.
分布: 北海道. 寄主菌: カンバタケ.

l Makoto KAwANABE: An il lustrated guide to identification of olid beetles of Japan, IV

-  1  -



甲虫ニュース

エグリツツキノコムシ属の種への検索(♂)
第 l45 号 (2004 年3 月)

♂の 部Ri板はll l孔を欠く ♂の'種部 板に 孔
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ツノブトェグリツツキノコムシ

体は暗得色から果色

クロエグリツツキノコムシ

◆
頭橋の突起は細二やや長い
前 板の突起は近接

く:齠 f出黷ｷ「

◆
体は赤得色で赤みが強い

頭橋の突起は幅広い
前 背板の突起は離れる

◆r一ーー一

◆
イシハラ [ Tグリツツキノコ �

前胸前角はほぼ直角 第8種板はfil lが広い 前 前角は範角 第8 板はfillが狭い

チュウジョウェグリツツキノコムシ アマミエグリツツキノコムシ

(チュウジョウェグリは個体変異のfillが明らかではなく,アマミエグリも含めた再検討が必要)
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ホソツツキノコムシ属の種への検索

、

、,' 0. 1.15 (「、. larch 200- i

背面は光沢が強<
顕著な被毛を欠く

スェヒロタケホソツツキノコムシ

体はより細い
TL/EW≧ 2.5
EL/EW≧ 1.7

ツヤナガホソツツキノコムシ

体はより太い
TL/ EW ≦ 2.43
EL/EW < 1.7

-

上翅は黄褐色で. 中央から末端
にかけてVないしY型の暗褐色斑

マダラホソツツキノコムシ

上翅は黒色~黒褐色の
単色で. 斑紋を欠く

ツヤクロホソツツキノコムシ
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l - 4-3. クロエグリツツキノコムシEnnearthron mohrii MIYATAKE, l954
保育社『原色日本甲虫図鑑m」 p 283, No 28.
体長 1.33~1.45 mm ( f平均1.4 mm), 上翅幅0.6~0.67 mm. 成熟個体は体が暗掲色から黒色であること
により, 体色が赤褐色である本種以外の種とは区別しやすい. 平均体長は1.4 mmで, 複数の標本をそろえる
と明らかに他種よりも小さくて黒い一群を形成する. 少ない. 分布: 北海道, 本州. 寄主菌: ークウスパタケ,
Oxy1)crus sp.

l -4-4.  イシハラエグリツツキノコムシ Ennear thron ishiharai MIYATAKE, l 954
保育社『原色日本甲虫図鑑m」 p 283, No 28.
体長1.24~1.68 mm ( f平均1.47 mm), 上翅幅0.55~0.78 mm. 頭橋両側の三角状突起は縦にやや長く伸
びる. 前胸背板前緑の2 突起は相互に近接するため, 他種に比べて前胸背板が前方に細まって見える. 前胸前
角は, 横から見ると幅広く丸まる. 分布: 北海道. 寄主菌: エブリコ, ヤケイロタケ, コフキサルノコシカケ,
レンガタケ_

l -4-5.  チュウジョウェグリツツキノコムシ Ennear thron chuJoi NAKANE et NoBucHl, l 955
北隆館『原色昆虫大図鑑 II』 p 216, No 26, 保育社「原色日本甲虫図鑑 III』 p 283, No 28.
体長1.33~1.79 mm ((f平均1.53 mm), 上翅幅0.58~0.78 mm. 横から見ると前胸前角がほぼ直角を形成
する. 変異の幅が大きく , 複数の種を含んでいる可能性があるため再検討を要する. 分布: 北海道, 本州, 四
国, 九州, 対馬, 南西諸島 ( トカラ宝島). 寄主菌: ヒトクチタケ, ネンドタケ, カワウソタケ,  ダイダイタケ,
力イガラタケ,  モミジウロコタケ,  工ゴノキタケ,  シジミァミタケ,  ウズラタケ,  アナタケ, Phe11imis sp.

l -4-6.  アマミェグリツツキノコムシ Ennear thron amamense MIYATAKE, l 959
保育社『原色日本甲虫図鑑m」 p 283, No 28.
体長 1.08 ~1.66 mm ( f平均 1.41 mm), 上題幅0.51~0.71 mm. チュウジョウェグリッッキノコムシに酷
似するが, 横から見ると前胸前角は鈍角. 前種同様, 再検討を要する. 分布: 南西諸島. 寄主菌: ネンドタケ,
ヒイロタケ.  オオスルメ タケ.  ツヤウチワタケ_

1 -4- 7. ハヤシツツキノコムシ Ennear thron hagashi i NoBucH1, 1955
保育社『原色日本甲虫図鑑III』 p 283, No 28.
体長1. l9~1.26 mm, 上翅幅0.49 mm. 一見エグリッッキノコムシ属の種と酷似するが, 頭糖の三角状突
起の間に切れ目を欠き, 頭頂付近に一対の感覚孔を具えることなど,  エグリッッキノコムシ属とはかなり異
なった特徴を具える. 所属を含めた再検討の必要がある. 標高の高い地域で得られているが,  きわめてまれ.
分布: 本州. 寄主菌: ツガサルノコシカケ.

1-5.  ホソツツキノコムシ属 0rthocis CAsEY, 1898
世界から約40種が知られ,  そのうち日本では4 種が記録されている. は二次性徴として腹部腹板に腹孔
を具えるが, 他の属で見られるような頭部や前胸の突起を欠くため, 外見では♀の区別がっきにくい. 上翅会
合部末端に屈曲緑がある.
寄主はッッキノコムシ科の中では特異で,  スェヒロタケやキクラゲなどのサルノコシカケ類とは異なった菌
類に寄生したりカビ類を摂食する. そのため, 枯れ枝やシダ類のビーティングによって得られることも多い.
したがって, 体型はやや扁平で前脚の脛節外角に歯状突起を欠くなど, 他の属で認められるような硬質子実体
への寄孔生活に対する適応と考えられる形質が認められない. 西日本や南西諸島を中心に複数の未記載種があ
る.

種への検索
1.  体背面は光沢が強く顕著な被毛は認められない

- 体背面は顕著な短剛毛で被われ光沢を欠く

2.  体は細長く, TL/EWは2.5 以上, EL/EWは通常1.7 以上.   _.
- 体は太く頑強で, TL/EWは2.43 以下, EL/EWは通常1.7 未満
上翅は黒色~ 黒掲色の単色で, 斑紋を欠く

第 l45 号 (2004 年3 月)

スェ ヒロタケホソツツキノ コムシ

_ ..ツヤナガホソツツキノ コムシ
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上翅は黄掲色, 中央から末端にかけてVないしY型の暗褐色の斑がある
ソヤクロホソツツキノ コムシ

マダラホソツツキノ コムシ

l - 5-1. スエヒロタケホソツツキノコムシ0rthocis schizoph!'ui (NAKANE et NoBucHI, 1955) (和名改称)
保育社 『原色日本甲虫図鑑m」 p 283, No25.
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体長1.92~2.41 mm, 上翅幅0.88~1.05 mm. 体型はッヤクロホソツツキノコムシとマダラホソッッキノコ
ムシに似るが, 背面が黄褐色の単剛毛で被われることにより区別できる. 上翅末端付近には, 一対の大きな赤
掲色楕円形斑紋がある.  スエヒロタケの他に結れ枝のビーティングによっても得られるが少ない. 分布: 北海
道, 本州, 四国, 九州, 対馬. 寄主菌: スエヒロタケ.

l -5- 2. ツヤナガホソツツキノコムシ0rthocis ishiharai KAwANABE, l994
KAwANABE, 1994, Trans. Shikoku ent. Soc., 20: l 87.
体長1.74~2.05 mm,  上翅幅0.67~0.81 mm.  体背面は顕著な被毛を欠き光沢がある.  体は細長い (TL /

EW≧2.5,  EL/EW≧1.7).  ツヤクロホソツツキノコムシとマダラホソツツキノコムシも体背面に光沢がある
点で似ているが, それらに比べて明らかに細く華奢に見える. サルノコシカケ類の子実体から採集されたこと
がなく, ツガなどの枯れ枝のビーティングによって得られている. 少ない. 分布: 四国, 九州, 対馬. 寄主菌:
不明.

1-5-3.  ツヤクロホソツツキノコムシ 0rthocis nigrosptendidus (NoBucHI, 1955) (和名改称)
保育社『原色日本甲虫図鑑m』 p 283, No 24.
体長2.14 ~2.52 mm, 上翅幅 0.92~ 1.16 mm. 上翅は黑く光沢がある. サルノコシカケ類の子実体から採集
されたことがなく , 結れ枝のビー ティングによって得られている. 北海道では比較的普通に見られるが, それ
以外では標高の高い地域に分布し少ない. 分布: 北海道, 本州, 四国, 九州. 寄主菌: 不明.

1-5-4.  マダラホソツツキノコムシ 0rthocis omatus (REITTER, 1877) (和名改称)
北隆館「原色昆虫大図鑑n」 p216, No.18, 保育社『原色目本甲虫図鑑m』 p283, No 23.
体長1.7~2.69 mm, 上翅幅0.75~1.16 mm. 上翅には光沢があり地色は黄掲色, 中央から末端にかけてV
ないし Y型の暗褐色斑があるために他種との区別は容易. 各地に普通. 分布: 本州, 四国, 九州, 伊豆諸島,
対馬, 屋久島. 寄主菌: キクラケ,  アラケキクラケ.

図1.  ホ・ノツツキノコムシl ｼ2  種  (背面が 者な剛毛で被われる種と, 剛毛を欠く種) - A, スエヒロタケホ 'ノツツキノ
コムシ0. schizoph_、,1ti; B, ツヤナガホソツツキノコムシ0. ishiharat (KA゙ 'AsABE, 1994 より).

( ( 株) 人と自然の環境研究所)
- 5 -
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0沖 島未記録の甲虫2 種
沖縄島より未記録の甲虫2 種を確認したので, こ
こに報告をする.  さらに沖縄島より2 例目の甲虫1
種について追加報告をする.
1. イ シ ガキ ト サ カ シ バ ンム シ Tr ichodesma

uruma SAKAI (写真 1)
本種は石垣島のタブノキ枯枝より, 発見され記載
されたもので, 原記載以後, 初めての記録と思われ
る. 採集データは下記の通りである.

l f , 国頭 (平成9年天然林施業区), 沖縄島, 16.
IV -2. V 2002, マレー ズトラップ, 伊禮英毅採集; 1

, 国頭 (対照区), 沖縄島,  l6. IV-2.V 2002, マ
レー ズトラップ, 伊j禮英毅採集.

写真1. イ シガキトサカシハンムシ (4.5 mm1. 左

背面, 右: 側面.

2. キァシルリオオズカッコウムシ Cylidrus cya-
neus (FABRIcIUs) (写真2, 左)
本種は東南アジアからアフリカまで広く熱帯, 亜
熱帯地域に分布し,  日本では屋久島, 奄美大島, 沖
之永良部島, 沖縄島, 西表島から記録されている.
今回, 沖縄島のアカギ ( トウダイグサ科) Bischofta
jaυamca BLuME (Euphorbiaceae) 材より,  本種が
羽化してきた. 沖縄島からは2 例目と思われるた
め,  ここに追加報告する. ただし, 捕食者であるこ
の虫の幼虫がどの穿孔中を餌と していたかは不明で
ある. 採集データは下に示す.

2 , l5. X 2003, 沖縄島名護岳, アカキ'材採取,
9-16, L 2004 羽化, 複原 寛採集.
3. コバネッッシンクイ A trac toce加s nipponi s

(NAKANE) (写真2, 右)
本種は四国南部, 伊豆御蔵島, 屋久島,  トカラ列
島, 奄美大島, 石垣島, 台湾に分布するが,  これま
で, 沖縄島からは未記録であった. 採集データは下
記の通りである.

10フ',  奥 (対照区), 沖縄島,  16.-30.V 2002, マ
レーズトラップ, 伊禮英毅採集; l f , 国頭 (平成3
年施業区), 沖縄島, 30. V-l3. VI 2002, マレーズト
ラップ, 伊禮英毅採集.

- 6
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真2.  キァシルリオオズカッ コウムシ(左, 8.5 mm)
とコハーネッツシンクイ  (右,  13 mm).

現在, 沖縄県では森林施業が昆虫相に及ぼす影響
調査を実施しており, 本報告も 「生物多様性を考慮
した森林施業に関する研究」 の成果の一部である.

参考文献

東清二監修, 2002. 增補改訂 琉球列島産111'11目録. 570
pp., 格樹1'林, 直野湾市.

石塚一郎, 2003. キァシルリオオズカッコウムシの沖細本
島の記録. 月刊むし, (391):45.

黒沢良彦・ 久松定成・ 佐々 治直之 , 1985. 原色目本中虫
図鑑. 500 pp.,保育社, 大阪.

吉通俊一, 2003. 沖之ノk良部島におけるキァシルリオオズ
カッコウムシの採集記録. 月刊むし, (394):15.

(沖縄県林業試験場, 伊禮英毅)
(独立行政法人 森林総合研究所, 複原 : i )

0ニセケプカネスイの採集例
ニ セ ケ ブ カ ネ ス イ R1tizophagoides koj imai

NAKANE e t H IsAMATSU は,   「原色日本甲虫図鑑
(III)」に「少ない」とあり, 採集例も少ないようであ
るが, 多数採集したので報告する.

19 頭, 山梨県上九一色村本栖湖畔, 28.VII2008,
筆者採集.
チャコプタケDatdina concentnca (BOLT) CEs et

de NOT. が発生した広葉樹の枯れ枝を叩いて採集し
た_

参考文献

大谷吉雄, 1988. i'のう菌類. ロ本のきのこ, 山と渓谷社,
東京.

久松定成, l985. ネスイムシ科. 原色日本fil i i図鑑(I ll), 保
育社, 大販.

(東京都足立区, 木元達之助)
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クチキムシ亜科甲虫の分布記録

木元 達之助

No. l 45 (March 2004

クチキムシ亜科A11eculinaeは, 爪が構i状であることで特徴づけられるゴミムシダマシ科Tenebrionidaeの
一群である. 現在, 日本からは10属32 種が知られているが, 他に種名がわからない種がいくつか存在する.
本亜科は森林性の甲虫で, 成虫は主に枯死木, 樹葉, 花, 灯火から採集されている. 種類別の採集記録は少な
いが, 県別の目録として, 青森県 (尾崎, 2001), 岐阜県 (高井, 1990), 兵席一県 (高橋,  l991) が発表され
ている. 本報文は, 同好の方々 と筆者の採集データをまとめたものであり, 採集地を限定していない. 本亜科
の分布状況を知る上で参考にしていただければ幸いである.
多くの種は宮武(l985) に従って同定したが, これに掲載されていない種については, 記載文に基づいて同定
した. 解説文中の個体数の多少に関する記述は, 関東地方および周辺地域における筆者の印象である.
なお筆者は, 本亜科の採集においてライトトラップを多用しており, 光源として捕虫灯またはブラックライ
トと白色螢光燈とを併用し,  合計ワット数は24~50 Wである.  ほとんどの場合,  クチキムシ類は20:00~
21 : 00に飛来した.

1. オオクチキムシ Auecula futigmosa MAKLIN 写真1-2
2頭, 福島県広野町五社山, 15.Ix2002, 筆者採集;1 頭, 茨城県桂村御前山, l4.X2002, 筆者採集; l 頭,
栃木県岩舟町馬不入山~桜峠, 22.XL1987, 筆者採集; 3 頭, 埼玉県庄和町新宿新田, 6.V2000, 筆者採集;
l 頭, 東京都八王子市高尾町高尾山, 31.vm.l991, 筆者採集; l 頭, 新潟県黒川村胎内川キャンプ場, 4.Vm.
lg90, 筆者採集; 2頭, 奈良県奈良市春日山, 21.VI.1998, 秋田勝己採集; 1 頭, 和歌山県広川町白馬山脈,
18.v.l997, 違藤千秋採集; 2 頭, 愛媛県丹原町, 3-6.VII i997, 違藤千秋採集; 1 頭, 大分県九重町久住高原
黒岳, 13.VII i996, 大桃定洋採集.
平地から山地帯にかけて生息し, 個体数が多い. 広葉樹の樹洞から採集することが多いが, 灯火にも飛来す
る. 高井 (l990) は, 本種に酷似した別種を報告している.
2.  Altecuta okinaωaensis MAEDA et NAKANE 写真3
1 頭, 沖縄県石垣市嵩田林道, 27.v.1992, 澤洋採集; 1 頭, 沖縄県石垣市荒川, 18.VI.1995, 違藤千秋採
集; 1 頭, 沖縄県西表島, 25.V.l997, 高橋敬一採集.

MAEDA et NAKANEよって記載された種で, Holotypeは瀬底島 (沖縄県) で採集された. オオクチキムシに
似るが, やや小型(10.5~l2 mm) で一般に脚の色彩が淡い. 手許にある伊豆諸島八丈島産のA11eculaは, 本種
と酷似しており, 同一種のように思える.

3. ホソオオクチキムシ Auecula cryptomeriae LEWIS 写真 5-6
2頭, 福島県広野町五社山, 27.vIl2002, 筆者採集; l 頭, 福島県西会津町弥平四郎, l3.Vm.1992, 筆者採
集;2頭, 群馬県富士見村赤城山荒山, 1.vIL2001, 筆者採集; 1頭, 山梨県須玉町増富落合, 28.Vn2001, 筆
者採集; 1 頭, 静岡県天城湯ヶ島町l日天城峠~向峠, 21.VI.l997, 筆者採集.
主に山地帯に生息するが, 低標高地で採集された例(尾崎, 2001) もある. また五社山(標高685 m) には,
本極とともに低標高地に多いオオクチキムシが生息する. 広葉樹の樹洞から採集することが多いが, 灯火に飛
来することもある.

4. ヒメオオクチキムシAMecMia m'ppom'ca MIYATAKE 写真4
l 頭, 宮城県蔵王町宮城蔵王澄川沿い, l6.vIl2000, 筆者採集;1 頭, 福島県楢葉町七曲林道, 30.VIII 2003,
筆者採集; 1 頭, 福島県天栄村二股林道,  17.vm.1996, 筆者採集; l 頭, 栃木県藤原町中=依入山沢, 6.VI・
1999, 筆者採集.
少ない種で, 山地性と思われる. 筆者は細い立枯れのビーティングとライト トラップによって採集した.  オ
ォクチキムシに似るが小さく  (上記記録では8.8~11.0 mm), 触角第二節と第四節はほぼ同長.

5. .A11ecu la ontakens is M AEDA et NAKANE 写真7
3 頭, 奈良県奈良市春日山, 3.VI2001, 秋田勝己採集.
MAEDAetNAKANEによって記載された種で, Holotypeは木曾御岳(長野県) と高尾山(東京都) とで採集
された.  ヒメオオクチキムシにやや似るが体型が細長く, 触角第三節は第四節よりわずかに長い.

6. クチキムシ A11ecula melanarta MAKLIN 写真8
l 頭, 北海道北母子里, 26.vII i985, 亀澤洋採集;1 頭, 福島県広野町五社山, 15.IX2002, 筆者採集; l 頭,
福島県昭和村志津倉山, 8.Ix2001, 筆者採集; l頭, 茨城県笠間市仏頂山, 17.IV.1994, 進藤健朗採集; 1 頭,
栃木県栗山村田代山林道, 10.vm.1997, 筆者採集; l 頭, 群馬県水上町武尊山1奥利根水源の森, l7.VII・1999,
筆者採集; l 頭, 神奈川県横須賀市渡島, 21.vI.1992, 澤洋採集; 5 頭, 山梨県須玉町増富批杷窪沢, 19.V・
1gg6, 筆者採集; 1 頭, 静岡県富士宮市西臼塚, 1.VI.1997, 澤洋採集; 2頭, 三重県 山市野登山, 23.VI.
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2001, 秋田勝己採集; l 頭, 奈良県奈良市春日山, 8.IV2001, 秋田勝己採集; 1 頭, 愛媛県丹原町, 2-5.V.
l997, 違藤千秋採集; 1 頭, 宮崎県日南市富土, 8.Vm.1991, 違藤千秋採集.
平地から山地帯にかけて生息し, 個体数が多い. 樹皮下から採集することが多いが, 灯火にも飛来する.  ま
た, キノコ, 花上, 葉上, バナナトラップ, 腐敗肉からの採集例もあるという (尾崎, 2001).
7.  Auecuta sp.  写真9
1 頭, 福島県伊南村小峠, 18.vm2001, 筆者採集; 1 頭, 栃木県栗山村田代山林道, 9.Vm.l997, 筆者採集.
邦産既知種に該当するものがない.  ヒメオオクチキムシにやや似るが小型 (体長7.2~8.2 mm) で, 触角第

=と第四節の比率は3: 5 である. 上記記録は, いずれも山地帯上部でのライトトラップによって採集した.
8. A11ecutasp.  写真10
1 頭, 福島県広野町五社山, l6.vI2003, 筆者採集; 1 頭, 茨城県金砂郷町西金砂山, 7.VI.l997, 筆者採集.
邦産既知種に該当するものがない. 体長6.0-6.7mm, 体は非常に細長く, 黒く光沢がない. 触角第三節の長さ
は第四節の約1.5 倍. 西金砂山は照葉樹, 落葉広葉樹, モミで構成された原生林で, シイの花をすくって採集し
た. 五社山はハンノキ,  リョウブ, モミ,  アカマツの多い雑木林である.

9. ァオバクチキムシ A11ecuta aeneiPennis HAROLD 写真 l l
2 頭, 福島県いわき市小玉川沿い, 28.vm.1997, 筆者採集; 2 頭, 福島県天栄村二股林道, 17.VIIL1996,
筆者採集; 3 頭, 栃木県塩原町大・1名, 23.Vm.l997, 筆者採集; 2 頭, 山梨県須玉町増富落合, 1.IX2001, 筆者
採集; 2頭, 長野県王滝村木曾御岳八海山, 28.VII i996, 大桃定洋採集;1 頭, 徳島県剣山, 14.VII・l996, 渡
辺英行採集.
丘陵帯から亜高山帯下部にかけて生息する. 樹上性の種らしいが, 筆者はほとんどライトトラップで採集し
た. 剣山産の個体は, 体型が幅広く褐色で光沢が弱く, 高井(1990) が報告した個体と似ている.
10. ウスイロクチキムシAuecuta bitame11ata MARsEuL 写真 l2- l3
1 頭, 福島県楢葉町七曲林道, 2.vIII2003, 筆者採集; 1 頭, 福島県館岩村期尺, 20.VIn.1992, 筆者採集;

l 頭, 山形県朝日村月山中台池,29.vIl2000, 筆者採集;1 頭, 栃木県黒磯町大川林道, 9.VII2000, 筆者採集;
l 頭, 千葉県栄町麻生, l l.vI.1995, 違藤千秋採集; 1 頭, 山梨県口島沢村大室山付近, 22.VIII.1993, 筆者採集;
2頭, 静岡県天城湯ヶ島町天城峠, 21.vI.1997, 澤洋採集; 1 頭, _重県尾鷲市矢ノ川峠, 27.V2001, 秋田
勝己採集; 2頭, 和歌山県広川町.島松山,  13.VI. l997, 遠藤千秋採集.
丘陵帯から山地帯にかけて生息し, 個体数が多い. 立結れのビーティングやライトトラップで採集した・ な

お本種の学名は, 宮武(1985) ではA. smiota LEWIS,1895 となっているが, 中根猛彦博士がBNMHにて標本
を確認した上で, 標記の種名が適切であることを繰り返し主張されたという経緯があり ( �・  2001),  ここで
はその学名を採用した. 体色は, 黄掲色のものから濃掲色のものまであり, アオバクチキムシと紛らわしい場
合もあるが, 金属光沢を欠くことから区別できる.
l l .  Auecuta kunnoensis MAEDA et NAKANE 写真 l 4
2 頭, 福島県広野町五社山, 2.vm2003, 筆者採集. 2 頭, 福島県いわき市小玉川沿い, 28.VIII・1996, 筆者
採集; l 頭, 茨城県金砂郷町西金砂山, 7.VI.l997, 筆者採集; 3頭, 奈良県奈良市春日山, 28・VI・1997, 秋田
勝己採集.
MAEDAetNAKANEによって記載された種で, Holotypeは栗野 (鹿児島県) で採集された. ウスイロクチキ
ムシに似るが, 黄色く長い体毛を有し, 前胸背板の点刻が大きい. 筆者は, 樹葉のスイーピングやライ ト トラッ
プによって採集した.
l2.  ホソアカクチキムシ Auecula temas MARSEUL 写真15-16
1頭, 青森県西目屋村暗門川, l l.vn.l991, 違藤千秋採集; 1 頭, 岩手県新里村源兵衛平, 8.VIII・1998, na
澤洋採集; l 頭, 福島県桧枝岐村実川林道, 5.vm2000, 筆者採集;2 頭, 千葉県市原市永吉喜多, 12・VI・l995,
違藤千秋採集; 1 頭, 山梨県須玉町批杷窪沢, 10.Vm2002, 筆者採集; l 頭, 静岡県富士宮市富士山西臼塚,
2g.v l.1gg6, 澤洋採集; l 頭, 長崎県上県町平岳 (対馬), 12.VI2002, 栗原隆採集; 1 頭, 大分県九重町久
住高原黒岳, 13.VII i996, 大桃定洋採集.
丘陵帯から山地帯にかけて生息し, あまり多くない. 上記記録には, 黒褐色の個体, 体長4・2 mmの小型個
体, 上翅後方が拡がる個体, 拡がらない個体が混じっている. 個体差が激しい点については, 高井(l990) と尾
崎(2001) も指摘している.
13.  ホソクロクチキムシ A11ecula noctitlaga LEWIS 写真 l 7

l 頭, 岩手県新里村源兵衛平, 8.Vm.1998, t建,,澤洋採集.

図 l_ l 6. 1: ォォクチキムシ ,  2: 同♀,  3: A. okinaωaensis MAEDA et NAKA、'E, 4: ヒメオオクチキムシ,  5: ホソオ
ォ クチキム シ , 6: 同♀, 7: A.  Ontakensis M AEDA e t NAKA、'E, 8: クチキムシ, 9: AueCula SP・, 10
Auecuta sp., 11: ァオバクチキムシ, l2-13: ウスイロクチキムシ, 14: A.kurinoensis MAEDA et NAKANE
15-16: ホソアカクチキムシ.
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少ない種で一般に山地帯で採集されるが, 岐阜県では平地での採集例 (高井, 1990) も報告されている. 上
記個体は,   ミズナラの原生林で採集され体長が10 mmと大型である.  黒掲色のホソアカクチキムシと似てい
るが, 本種は上翅の光沢を欠くので区別できる.
l 4. Auecula ishigakiensis MAEDA et NAKANE 写真18

1 頭, 沖縄県石垣島,  15.IV.l996, 高橋敬一採集.
MAEDA et NAKANEによって記載された種で, Holotypeはバンナ岳 (琉球) で採集されている. ホソアカク
チキムシの小型個体に似るが, 触角第十節が第四節の1/2 と短く , 前脚脛節内側のとげの角度が鈍い.
15. タイワンオオクチキムシ A11ecu1odes sauteri oshimana NAKANE 写真19-20

2 頭, 鹿児島県宇検村赤土山 (奄美大島), 1.Vn.1996, 違藤千秋採集; 2頭, 沖縄県石垣市嵩田林道, 28.V.
1992, 澤洋採集; 1頭, 沖縄県西表島, 25.V.1997, 高橋敬一採集.
南西諸島に分布し, 個体数は多いようである.

l 6. トビイロクチキムシBorboresthes cruralis (MARsEUL)  写真21
1 頭, 東京都伊豆大島, 10-12.VI.1992, 違藤千秋採集.

17. クリイロクチキムシ Borboresthes acicutans (MARsEUL) 写真22
2頭, 千葉県鴨川市切通, 5.VII i997, 筆者採集; 1 頭, 束京都八王子市小比企町, 25-26.VI.1993, 違藤千
秋採集; 2 頭, 神奈川県横浜市青葉区元石川町~鉄町, 5.VII2002, 観智之採集; 2 頭, 兵庫県関宮町鉢伏山,
21.VII i991, 松田潔採集; 2 頭, 奈良県奈.i;i市春目山, 8.VII2001, 秋田勝己採集; 1 頭, 大分県j-L重町久住高
原黒岳,  l3.Vn.1996, 大桃定洋採集; l頭, 宮崎県目南市富土,  15.V.1992, 違藤千秋採集.
平地から山地帯にかけて生息する. 前極と酷似するが, 各県の目録を比べると, 青森県 ( �・  2001  )  では
トビイロクチキムシのみ記録され,  岐阜県 (高井,  1990) ではトビイロクチキムシが多く ,  兵1軍県 (高橋,
1991)  ではクリイロクチキムシが多く記録されている.  樹葉上にいることが多いらしいが,  筆者はライトト
ラップによって採集した.
l 8.  Borboresthes amamianus M AEDA et NAKANE 写真23
2頭, 鹿児島県名瀬市中央林道 (奄美大島), 29.VI.1996, 違藤千秋採集.
MAEDA et NAKANEによって記載された種で, 奄美大島の特産種である. トビイロクチキムシに似るが, 下

l言と頭幅が赤く , 前胸背板がやや幅広いことで区別できる.
19.  Borboresthes kab irens is M AEDA et NAKANE 写真24

2頭, 沖組県石垣市於茂登岳, 29.V.1992, 澤洋採集; 2頭, 沖縄県石垣市平久保, 14.IV. l998, 速藤千秋
採集.

MAEDA et NAKANEによって記載された種で, 沖縄県の特産種である.  トビイロクチキムシに似るが, より
大きく体長は8.2~9.3 mm, 体毛の色が暗色であることで区別できる.
20. Borboresthes sp. 写真 25

l 頭, 茨城県北茨城市関本町定波, 6.Vm.1994, 筆者採集.
邦産既知種に該当するものがない.  体長5.7 mm,  上翅は掲色で,  体型はやや丸みを帯びている.  一見Al-

feculaのようだが, 腿節が短いことからBorboresthesであると判断した. ブナやシデの多い原生林で, ライト
トラップを行なって採集した.
21. Borboresthes sp. 写真 26

1 頭, 静岡県中川根町山犬段, 4.Vm 2001, 筆者採集.
邦産既知種に該当するものがない. 体長7.1 mm, 黒色で光沢があり, 体型はポート型. 一見Alleculaのよ
うだが, 腿節が短いことからBorboresthes であると判断した. ブナとモミの多い原生林で, ブナ生木の樹洞か
ら採集した.
22. クロホシクチキムシPseudocisteta haagi HAROLD 写真 27

1 頭, 三重県伊勢市, 31.V. l997, 秋田勝己採集.
平地から山地帯にかけて生息しているが, 分布が局地的で個体数も少ない. 上記個体は, 樹洞のあるケヤキ
の周囲で採集された.
23. フナガタクチキムシ Isomira oculata (MARsEUL)  写真28

1 頭, 福島県天栄村二股林道, 9.Vm.l996, 筆者採集; 1 頭, 群馬県上野村乙父沢, 2.VIII.1997, 進藤健朗
採集; 1頭, 千葉県鴨川市切通, 28.VI.1997, 筆者採集; 3頭, 東京都八王子市小比企町, 25-26.VI. l993, 違
藤千秋採集; 2 頭, 神奈川県横須賀市據島, 21.VL l992, 澤洋採集; 3 頭, 山梨県須玉町増富温泉~洛合, 5.

図 l7-33.   17: ホソクロクチキムシ,   18,19-20: タイワンオオクチキムシ,   21:  トビイロクチキムシ,   22: クリイロク
チキムシ,  23: B amamianus MAEDA et NAKA,?E, 24: B. kabi rensis MAEDA et NAKA、'E, 25: B. sp.. 26:
B. sp., 27: クロホシクチキムシ,  28: フナガタクチキムシ,  29: lsomira sp., 30: アカバネッヤクチキムシ,
3 1- 33: クロツヤバネクチキム シ.
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VIII2002, 筆者採集; 2 頭, 三重県津市片田志袋町, 15.V.l998, 秋田勝己採集; 2 頭, 奈良県野迫川村荒神岳,
6.Vm.l995, 松田潔採集; 1 頭, 愛媛県丹原町, 3-6.Vn.l997, 速藤千秋採集.
平地から山地帯にかけて生息し, 個体数が多い. 樹葉上および花上で採集されることが多いらしいが, 筆者
は全てライトトラップで採集した. 色彩に個体差があり, 黄掲色の個体と赤褐色の個体が見られる.
24.  lsomira sp.  写真29

2頭, 沖縄県石垣市元名蔵, l 6.IV.1998, 違藤千秋採集.
邦産既知種に該当するものがない. フナガタクチキムシに似るが, 小型 (体長4 mm) で体型が丸く, 頭部は
濃掲色で前胸背板の点刻は組, 上翅の点刻が大きい.
25.  アカバネッヤクチキムシHymenatia rufipennis (MARsEUL)  写真30

1 頭, 埼玉県庄和町, 6.VI.1992, 澤洋採集; 1 頭, 千葉県市原市永吉喜多,  12.VI.l995, 違藤千秋採集;
1 頭, 愛媛県丹原町, 3-6.VII i997, 違藤千秋採集; 2頭, 宮崎県日南市富土, 13.V.1992, 違藤千秋採集.
平地から山地帯にかけて生息するが, あまり多くない. 樹葉のスイー ピングなどで採集されている.

26. クロツヤバネクチキムシHymenatia unicotor NAKANE 写真31-33
5 頭, 青森県西目屋村暗門川流域, l l .VII.1991, 違藤千秋採集; l 頭, 宮城県蔵王町宮城蔵王澄川沿い, l 6.

vn2000, 筆者採集; 2頭, 福島県飯館村野手上山, 5.VI2001, 筆者採集; 2頭, 福島県桧枝岐村モウカケの
滝, 24.vu.1999, 筆者採集; l 頭, 茨城県水府村武生林道, 5.VI.1993, 進藤健朗採集; 2頭, 栃木県那須町大
川林道, 9.vIl2000, 筆者採集; 1頭, 群馬県富士見村赤城山荒山, l.Vn2001, 筆者採集; 1頭, 千葉県甲.島川
市切通, 28.VI.1997, 筆者採集; 1 頭, 神奈川県山北町城ヶ尾峠, 8.VI.1997, 澤洋採集; 3頭, 愛媛県丹原

町, 3-6.vII i997, 違藤千秋採集; 2頭, 山梨県須玉町増富温泉~落合, 5.Vm2002, 筆者採集; 1 頭, 長野県
栄村雑魚川林道, 26.Vn2000, 秋田勝己採集; 1 頭, 静岡県中川根町山犬段, 4.VIIL2001, 筆者採集; 1 頭,
奈良県野迫川村荒神岳, 6.Vm.1995, 松田潔採集; 4 頭, 和 山県湯浅町吉備, l3.V.1997, 速藤千秋採集; 1
頭, 長崎県上県町平岳 (対馬), 12.VI 2002, 栗原隆採集: 1 頭, 沖縄県石垣市於茂登岳, 31.m 2000, 上尾達
也採集; 2 頭, 沖縄県石垣市於茂登岳, 14.m2000, 栗原隆採集.
丘陵帯から山地帯にかけて生息し, 個体数が多い. 華者は枯死木や樹葉のビー ティングおよびライトトラッ
プによって採集した. 上記には, 体色が黒い個体の他, 赤掲色の個体も含むが,  これらが未成熟個体であるの
か成熱個体の色彩変異であるのかは不明である.  こうした個体はァカバネッヤクチキムシと誤認しゃすいので
注意を要する. 上記記録の内, 石垣島産の個体 (写真33) は小型 (体長4.3~5.0mm) で, 複眼間の幅が狭く
上翅間室の盛り上がりが著しいため, 亜種または別種である可能性が高い.
2 7. ヨツポシヒメクチキムシMycetochara co11ina LEWIS 写真 34

4頭, =重県伊勢市五十鈴川1美谷, 23.V. l998, 秋田勝己採集; 3 頭, 奈良県奈良市春日山, 3.VI. l990, 和田
洋介採集.
木元( l997) が千葉県から本種を報告したが, 次種の同定誤りであった. この場を借りて訂正するととにお詫
び申し上げる.
28.  ムネァカヒメクチキムシMycetochara scuteuar1,s LEWIS 写真 35~ 36

1 頭,  岩手県新里村源兵衛平,  10.Vm.1998,  亀澤洋採集;  1 頭,  宮城県蔵王町宮城蔵王澄川沿い,  8.VII.
2001, 筆者採集; 1 頭, 福島県広野町五社山, 2.Vm 2003, 筆者採集; 千薬県君津市郷台畑 (木元, 1997) ;
4頭, 山梨県須玉町増富批杷窪沢入口, 5.Vm2002, 筆者採集; 1 頭, 長野県小海町稲子, 19.VILl997, 筆者
採集; l 頭, 静岡県富士宮市富士山西臼塚, 29.VI.1996, 澤洋採集; 3 頭, 静岡県天城湯ヶ島町天城山向峠,
20. VI.1998, 澤洋採集; 1 頭, 静岡県中川根町山犬段, 31.VII2003, 筆者採集.
山地帯に生息し, 一般に多くないが, 増富では毎年同じミズナラ大木に多数見られる. 筆者は, 樹皮下や樹
洞に潜んでいるものやライ ト トラップに飛来したものを採集した. 前胸背板の色彩は, 黄掲色から濃掲色まで
変異がある. 前種と似ているが, 小糖板が赤掲色であることから区別できる.
29. カタモンヒメクチキムシMycetochara m imica LEWIS 写真37~40

(i)斑紋が明瞭な個体; 千葉県鴨川市切通 (木元, 1997) ; 1 頭, 山梨県下部町, 5.V. l999 羽化, 浜野武材 (モ
ミ) 採集; 1 頭, 奈良県奈」ii市春日山, l4.VII i995, 違藤千秋採集.

12)斑紋がないかまたは不明瞭な個体; 4 頭, 北海道千歳市ママチ川, 6-7.Vm.1996, 違藤千秋採集; l 頭, 岩
手県新里村源兵衛平, l0.VIII. l998, 亀澤洋採集; 2頭, 福島県いわき市小玉川沿い, l2.Vn.1997, 筆者採集;
3頭, 福島県広野町五社山, 6.VII2002, 筆者採集; l 頭, 福島県楢葉町七曲林道, 2.VIII 2003, 筆者採集; 2
頭, 茨城県北茨城市関本町定波, 7.Vm.1999, 筆者採集; 1 頭, 群馬県片品村武尊山, 8.VII i998, 速藤千秋採
集; l 頭, 広島県東城町帝釈峡神毫湖, 30.VI.1996, 豊蝎亮111採集.
丘陵帯から山地帯にかけて生息し, 筆者は樹洞に潜んでいたものやライトトラップに飛来したものを採集し
た. 近似種コクロヒメクチキムシMycetocharaaomonensts NAKANEは, 上翅肩部の斑紋を欠き, 頭部および
前胸背板の点刻が小さいとされている (中根, 1991 ). この種の青森県産の標本を検したところ, 点刻はかなり
祖く, 上翅肩部がごく薄く赤味がかる場合があるという特徴も見られた. 上記記録②はコクロヒメクチキムシ
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図34-47.   34:  ヨツポシヒメクチキムシ,  35-36: ムネァカヒメクチキムシ,  37-40:  力タモンヒメクチキムシ,  41:

Mycetochara sp., 42-44: Mycetochara sp.. 45: キイロクチキムシ,   46:  トカラチャイロクチキムシ,   47
Cteniopinus sp.

のようでもあるが, 斑紋はないが点刻が大きな個体 ( ママチ川) , 上翅肩部にごく小さな斑紋があり点刻がやや
密な個体 (小玉川) など両種の中間的な特徴を持つ個体を含んでいる. よって, 明確に区別することが困難で
あるため, 全て力タモンヒメクチキムシとして報告した. 尾崎(2001) も両種がよく似ていると述べ, 再検討の
必要性を指摘している.
31.  Mycetocharasp.  写真41

3頭, 鹿児島県電郷町長 峠 (奄美大島), 8.V.1996, 黒佐和義採集.
邦産既知極に該当するものがない. 体長4 mmで体毛が長く, 上翅は褐色で前後に2 対の黄色の斑紋を持
つ.
32.  Mycetochara sp.  写真42~44

l 頭, 山形県朝日村月山中台池, 29.VII2000, 筆者採集; 2 頭, 栃木県日光市男体山志津小屋, 27.VI.l998,
筆者採集; 2 頭, 群馬県片品村武尊山, 11.VIn.l999, 観f,'之採集; 25 頭, 群馬県富士見村赤城山八丁峠付近,
5.vn2003, 筆者採集; l5頭, 山梨県須玉町八丁平, 4.VII i998, 筆者採集; 2頭, 長野県王滝村八海山, 26.
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vlLlgg5, 筆者採集; 1 頭, 長野県安量村沢渡山吹, 3.IX.l996, 違藤千秋採集; 2 頭, 長野県小海町稲子~本
沢, 20.VII i997, 筆者採集.
邦産既知種に該当するものがない. 上記採集例では, 体長3.9~5.6 mm, 光沢があり, 体色は全体が濃褐色,
前胸背板が黄掲色など変異があり, 上 後方に波形や広い帯状の斑紋を持つ個体もある. 尾崎(2001 ) が報告し
たものと同一種と思われる. 山地帯から亜高山帯下部にかけて生息し, 広葉樹および針葉樹の立結れに集まる・
赤城山と八丁平とでは採集した個体数が多いが, いずれも l 本の立結れから採集した. 前者では, 樹皮がほと
んど剥げ落ちたシラカンバの立枯れに集まっており, 他の昆虫の脱出孔や材の割れ目から出入りしていた・ 後
者では,  ダケカンバが多産するにもかかわらず, かなり新しいコメツガの立結れの樹皮下に潜んでいた. いず
れも半日影の風通しの良い場所にある立結れであった.
33.  キイロクチキムシCteniop加us hypocnta(MARSEUL)  写真45

3頭, 愛媛県丹原町, 3-6.vIL1997, 速藤千秋採集; 1頭, 大分県九重町久住高原黒岳, l3・VII・l996, 大桃
定洋採集.
34. トカラチャイロクチキムシCtemopinus tokaraensis (NoMURA) 写真46

l 頭, 鹿児島県十島村 (中之島), 10.VII i990, 亀澤洋採集.
35.  Ctemopinussp.  写真47

4頭, 沖縄県竹富町浦内 (西表島), 23.VI.1995, 違藤千秋採集.
邦産既知種に該当するものがない.  トカラチャイロクチキムシに似るが, 複限と触角を除き全身が黄色い・
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0九州におけるルリホソカツコウムシの記録
ルリホソカッコウムシ Spinoza coerulea LEWIS

は, LEWIS(1892) によりKashiwagi (=奈良県怕
木) 産の標本に基づき新属新種として記載された種
で, その後, 本州からは各地の記録が報告されてい
るが, 九州は「原色昆虫大図鑑II」 (北隆館) で分布
地としてあげられている (中根, l963) ものの, 採
集データを伴う正式な記録はないようである. 筆者
は大分県産の本種の標本を持っているので報告す
る.

l 頭, 大分県大野郡緒方町豊栄林道, 5. VII.
2003, 羽田孝吉採集
末筆ながら貴重な標本を御恵与くださった羽田孝
吉氏にお礼申し上げる.
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中根1 ﾜ彦,  l963 カッ コウムシ科, 原色 虫大図鑑第I l 巻
(甲虫 ): 182-184, pls91-92. 北隆館, 東京.

(東京都大田区, 酒井 香)
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マルコガタノゲンゴロウの飼育環境の操作による冬期繁殖

小野田 晃治

The breeding of Cybister leω1'sianus(Coleoptera: Dytiscidae)
in winter season under the operated condit ion

KOji ONODA

Abstract  Cybister Ieωisianus(Coleoptera: Dytiscidae) collected from a field were bred
i n w inter season under the condi tion of 15L -9D, 27℃, and the 107 exs.1arvae were
hatched.
要旨 野外採集したマルコガタノゲンゴロウを飼育し, 温度と日長を操作して, 冬季繁殖の
可能性を検討した.  15L-9D, 27℃条件下で,  1 雌あたり孵化幼虫が107 頭得られた.

序 論

ゲンゴロウ属Cybisterの繁殖例は市川 ( l984, 2002) によって報告されているが,  それらは自然条件に近い
環境で行われたもので冬期の繁殖例は報告されていない. 本試験は,  マルコガタノケ ンゴロウ (Cybister leωi-
sia;nus SHARP) を用いて, 繁殖を促すと恩われる環境を冬期に作り出すことにより,  その繁殖時期が早まるか
どうかを試みた.

材料および方法

実験には, 2001 年10月下旬に東北地方で採集したマルコガタノケ' ンゴロウ成虫を用いた. なお, 本種の保
護を考え, 採集地名は伏せる.
飼育器具は, 市販されているガラス水糟 (幅60 cm, 奥行30 cm, 高さ 36 cm), 流木,  ヒーター (ニツソー

New IC オート l 50),  スポンジフ ィ ルター (テ ト ラ ニ ュ ー ビリーフ ィ ルター)  もしくは外部式フィルター

表1.  飼育水槽の日長設定

日 付
各水槽の日長 (L: 明期, D: 暗期)
A B

2001 年 10月 25 日 (試験開始)

11月23日

2002年 1月 5日

1月25日

2月 8日

2月21 日

3月 5日

3月 l7日

3 月29 日

4月 l l日
4 月30日 (試験終了)

D
D

D
D

D
5

D
5

D
5

D
5

D
14

4
l4

13
l3

12
12

l l
1 1

一

←

一

1

←

←

←

一

←

一

←

一

←

一

←

一

←

一

←

一

←

L
L

L
L

L
L

L
L

L
0

5
10

5
l l

5
2

5
3

1
9

0
l

l
2

l
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日付
水槽Bのマルコガタノゲンゴロウ解化幼虫数.

4 / 21

(エー ハイム エコフ ィ ルタ一2231 ), 照明は蛍光灯や太陽光を用いた. 水深は30 cm前後に設定し, 飼育水
は全容量当たり約 l /5 量について, 汲み置き水を用いて過に l 回程度換水した. 飼育装置は屋内に設置した.
餌は, 成虫1 頭あたり約0.2 g相当量のタモロコ死体, 煮干し, 乾操エビ等を週2, 3 回程度与えた.
産卵用植物は, 市販されているァマソ' ンソー ドとラジカンス (両種共にオモダカ科Echinodorus属の水生植
物) を用いた.
飼育条件は表1 に示すとおりである.
水槽A: 採集した全てのマルコガタノゲンゴロウの成虫をまずこの水糟で飼育した.  採集地の気候に近づけ
るため, 採集地付近の日出没時間 (暦のべ一 ジ) を参考にして日長を設定し (表 l ), 無加温で管理した.
水權l B: 2002 年 l 月5 日に, 水糟Aからマルコガタノゲンゴロウの成虫3 雄1 雌を水槽Bへ移した. 日長
を15L-9Dで設定し (表1),  ヒーターを用いて約 27℃で管理した.

2001 年10月25 日から 2002 年4 月30日まで, それぞれの水槽を l 日2 回 ( 朝, 晩) 観察して, 成虫の特
別な行動や孵化幼虫数を記録した.

結 果

水糟Bで l 月 l8 日 (水糟Bへ成虫を移動してから l3 目後), 成虫の交尾を観察した. その後, 雌成虫の産
卵行動は観察できなかったものの, 2 月 l7 日 (移動43 日後) に4 頭の解化幼虫が得られた. 産卵から孵化ま
での日数の記録 (市川, 1984) から逆算して, 2 月上旬頃に産卵されたと思われる. その後, 4 月22 日 (移動
109 日後) まで解化幼虫が見られ, 合計107 頭の幼虫が得られた (図 l ). 森・ 北山(1993) の記述によると,
秋田県では9 月下旬にテネラルの個体が観察されており, 野外での繁殖は夏季と考えられる.  しかし今回の結
果から, 15L-9D, 27℃条件下で, 冬期にマルコガタノゲンゴロウの繁殖が可能であることが判明した.
なお, 水糟Aでは試験期間を通じて, 成虫の交尾行動や解化幼虫は観察されなかった.
市川(2002) は, ゲンゴロウ属の産卵数として, ナミゲンゴロウ1 雌が l5~36 個産卵したデータを示してい
る. A・回得られた解化幼虫数は, 自然条件に近い環境下における繁殖例のゲンゴロウ属の産卵数を大幅に上回
る数であった.
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大隅半島南部にオニクワガタ南九州亜種が分布

横 川  忠  司

No. 145 (March 2004)

筆者は大隅半島南部の肝属山地で, 未記録のオニク ヮガタ南九州亜種 Prismognathus angulans monmotoi
Y. KUROSAWAを採集したので報告する.

5 59 9, 鹿児島県肝属郡高山町黒尊岳山頂付近, 10. Vm 2002, 筆者採集. (写真 1).
ヤブッバキと思われる材などから蛹室内の新成虫を採集した. 採集環境は標高約850~900 mで, 主に照葉
樹・二次林だった

1 2
1ｸ_、 ﾜ岳一 体長20 mm 宮城県_ ・ ﾋ山確 体長22 mm

3
屋久島産 体長23 mm

今回採集した肝属山地は, IL州本土と南西諸島 (特に屋久島) の甲虫相で構成される ( 森, 1991 ) 興味深い
地域である. 本種に関しても九州南部と屋久島に,  それぞれ南九州亜種 (写真2) と屋久島亜種P angutans
tokui Y. KUROSAWA (写真3) が分布することから, 当地に本種が生息していれば, いずれの形態をしているの
か以前から注目されてきた. しかし,  これまでその分布は確認されていなかった.
黒尊岳産の個体は, 大盤、や前胸背などの形態や, 体型が, 南九州亜種の特徴を備えていた.  このことから肝
属山地には屋久島亜種ではなく, 南九州亜種が分布することが明らかになった.
これまで本亜種は, 南限が高隈山系 (荒谷, 1987) であったため今回の採集記録は南限記録でもある. だが,
当山地には, 今回採集した黒尊岳より南に標高900 mを越え, 広葉樹林が残る甫与志岳や稲尾岳があり, これ
らの山にも本亜種は生息していると思われる.
また, 更緑樹林帯で採集されることが多いオニクヮガタが, 今回九州南部の照葉樹林帯で採集されたことも
注日に値する. これに加えて九州では, 標高500 m以下の低標高地で採集された記録が複数ある (佐々 木・ 今
坂, l981; 大坪, l986; 岩崎, 1987) ことから, いまだ記録がない種子島にも本種が生息している可能性も考
えられる.  もし分布するのであれば, 屋久島亜種と南1L州亜種のいずれにあたるのか, 興味が持たれるところ
である.
末筆ながら, 採集にご同行いただいた森高樹氏, 文献面でお世話になった今坂正一氏, 投稿にあたりご意見
をいただいた川井信矢氏, 写真撮影についてアドバイスを下さった加藤昭児氏にお礼申し上げる.
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(福岡県福岡市)

0クロブチヒゲハネカクシの採集記録
クロブチヒゲハネカクシ Amsot加us hayashi i K.

sAwADAは, 趣鞘に橙色斑紋を持たず, 黒一色を呈
することで,  この属の他の種から容易に区別するこ
とができる. 本種は, 和歌山県の高野山および奈良
県の明神平から採集された個体に基づいて, 1961
年澤田高平博士によって命名・ 記載されたが, 比較
的まれな種の様で, その後長い間採集報告はなされ
てこなかった. 原記載から30年後の l991 年に
なって, 直海俊一郎博士はブチヒゲハネカクシ属の
系統および生物地理学的検討の成果を発表した中
で, 本種を奈良県の荒神岳から, また和歌山県の護
摩增山および大塔山からそれぞれ報告している.  こ
の様に本種の採集記録はいずれも紀伊半島内に限ら
れていて, 現在まで他の地域からの報告はなされて
いない様である. 私は手許のハネカクシ科甲虫の標
本を整理している過程で, 紀伊半島以外の地域から
採集された本種を見出したので, それらを記録し標
本をご恵与頂いた方々 のご厚意に報いたい.

l f , 兵庫県朝来郡生野町段ケ , l 4. IV 2001, 森

正人採集; 2?♀, 兵1軍県::'粟郡波賀町赤西渓谷,  8.
xI i997, 森 正人採集;  l f , 兵 ﾉ_県宍粟郡千種町
三室の滝, l l. v. l997, 保科英人採集; l♀, 兵庫県:'、
粟郡千種町後山, 10. V.1997, 保科英人採集; 70''o?,
1 ・  岡山県英田郡西粟倉村若杉峠 (南南西 ),  15.  XI
1980, 西川喜朗採集; l f , 山口県都濃郡筋ヶ岳, 6.
v.1966, K. 田中採集; 1早, 同上, 21. VII i974, K.
田中採集; l。,', 山口県玖珂郡寂地山, 6. V.1966, K.
田中採集.
なお, 本極を記載された際, 澤田博士は正基準標
本(♀) は標高800 mの道路際の岩のかけらの間か
ら, また別基準標本( f) および副基準標本(早) は,
それぞれ標高 l,300 mのブナ帯に生息していたヒ
キガェルの1 種の胃の中からクロコガシラハネカ
クシ, アリガタハネカクシおよびナカアカヒゲブト
ハネカクシと一緒に採取されたと報告された. 今回
記録した岡山県若杉峠から採集された多数の個体
は, 採集者の西川博士によればすべて地下水流のあ
る土中より採取されたとの事である. また, 手許に
保有している紀伊半島産の個体は今回の報告には含
めなかったが, 田中昭太郎および森 正人の両氏に
よって採集された和歌山県護摩壇山および奈良県奥
千丈産の個体は, すべてチビゴミムシ類の採集のた
めに掘り起こした土中から発見された.  このように
本種が土中からの採集例が多いことは, 本種と同属
のハネァカブチヒケハネカクシの多数の個体が土中
より採集された報告例 (波辺 ・ 佐藤,  1997, p. l2)

と考え合わせると,  これらの種は通常昼間は土中に
潜伏していると思われる. そして,  クロブチヒゲハ
ネカクシがヒキガェルの1 種の胃の中から採取さ
れたことは, 夜間に地表を徘徊していた個体がヒキ
ガェルに捕食されたものと考えることができ, 本種
の生息環境および生態の一部を示唆しているようで
大変興味深い.

引用文献

NAoMl, S., l 991. Phylogeny and biogeography of the
genus Amsolinus SHARP(Coleptera: Staphylinidae)
of Japan. Bul l. Biogeogr. Soc. Japan, 46: l-20.

SAwADA, K., l961. Two new species of the 9enuS AmSo-
tjtjus SHARP frora Japan (Col: Staphylinidae). Ent.
Reυ. Jlapan. 13: 'l-6, l pl.

渡辺泰明・ 佐藤陽路樹,   l997. ハネァカブチヒケ'ハネカク
シの大量採集例.  fi t 'i!ニュース, (120): 12.

( 東京都町田市,  渡辺泰明)

0ホソヒメクロオサムシの八ガ岳での1 観察例
晩夏ないし秋期に枯れ葉の付いた枝を叩くことで
オサムシ類を得ることもあり, 例えば小倉 (1979,
月刊むし, (100):45) は「地面に落ちた結枝の枯葉
の中にいた」 ホソヒメクロオサムシを採集している
し, 筆者も佐渡で地表面から離れた枯れ葉付きの枝
を叩いてマイマイカプリを得たこともある.  しか
し, 次のような状態でのホソヒメクロオサムシCa-
rabus ('「omocarabus) harmandi LAPouGE発見例
は, 従来ほとんど知られていないと思われるので,
念のため書き留めておきたい.

2 ♀ ｽ,  長野県富士見町西岳西南種 (標高約 153
m), 27. IX 2003, 高桑採集.
午後1 時過ぎに, 地表に丸まっていたブドウの落
ち葉 (長径10数cm~20 cm程度のもの) を開いて
いったところ中に 1 頭づつ入っていたものであり,
1 頭はまったくの静止状態であった.  場所はカラマ
ッ植林地の涸れた沢の低部で, 林床にはほとんど植
生がないほど暗く, 地表には大小の石が転がってい
た. 夜間活動性の種類であり, 明るい間は暗くて
湿った場所の地表の空隙に潜んでいるものと推察さ
れるが, たまたま落ち葉であっても丸まっているこ
とで適当な空間となっていればそれも利用するので
あろ う .
末尾ながら, 本小文を記すにあたりご教示をいた
だいた東京都北区の荒井充朗氏にお礼申し上げる.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)
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広島県のェゾコガムシの記録

秋 山 美 文

No. 145 (March 2004)

エソ コガムシHydrochara tibera(SHARP) は, 西日本においても近年, 各地から記録されているが, 産地は限
定され,  どこでも稀な種とされている. 広島県からも, 従来, 本種は未記録であったが, 今回, 手元の標本を
整理していたところ, エゾコガムシH. libera(SHARP) の標本を発見した. 念のため, 平野幸彦氏に確認してい
ただくと, やはりェソコガムシであった.  この機会に, 過去の記録についても, 標本を見ることができたもの
については再同定し, 広島県のHydrochara属を整理したので報告する.
今回の調査の結果, 両種が広島県内に広く分布しており, 種の特定が困難な状況にあると判断されるので,
過去の記録については, 標本を確認できたもののみを残し, その他のものは,  どちらとも判断ができないので
保留とした.
地名については, 発表時または, 採集時の地名を挙げ, 既に合併した場合や今年中にも市町村合併で地名が
変更されることが明白な場合については, (  ) 内に変更後の地名を併記した. また, ほとんどの採集地につい
ては, 標高が特定できるので, あわせて記録した.

Hydrochara affinis (SHARP) コガムシ

高宮町 (安芸高田市) 梶矢(120m) (松田・ 中村,
1999)
三次市秋町(160m) (松田・ 中村, 1999)
芦品郡新市町 (福山市新市町) 相方(20 m) (中
村・ 野元・ 松田, 1993; 中村・ 高山・ 浜口,
2000)
府中市阿字町落合(110 m) (中付・ 野元・ 松田,
1993; 中村・ 高山・ 浜口, 2000)
府中市父石町大渡橋(50 m) (中村・ 野元・ 松田,
1993; 中村・ 高山・ 浜口, 2000)
尾道市木之庄町木梨(150m) (秋山, 1998)
福山市駅家町山守橋(10 m) (中村・ 野元・ 松田,
1993; 中村・ 高山・ 浜口, 2000)
福山市山手町山手橋(10 m) (中村・ 野元・ 松田,
1993; 中村・ 高山・ 浜口, 2000)
福山市駅家町新山(60m) (秋山, 1994)
福山市水呑町洗谷(6 m) (中村・ 高山・ 浜口,
2000)

高野町新市(540 m) ( lex., 4. VII i961 , 中村慎言-
採集)
庄原市東本町(280 m) (5exs.,15. VII i969, 中村
慎書採集)
これらの標本は, いずれも比和町立自然科学
博物館に保管されていたものである. 採集者の
中村慎 博士によると, 高野町の標本は, ため
池, 庄原市の標本は, 灯りに飛来したものであ
ると いう_

本種として記録された以下の記録については, 標
本が確認できなかった.
帝釈峡 (中村, 1987), 比和町 (中村, 1977),
吉合町知和 (原田・ 中村,  1996), 八千代町土師
ダム (中村・ 藤井・ 岩見, 2002), 高田郡 (西谷,
l982), 熊野町川角 (中村・ 清水・ 中崎・ 金沢,
1996), 広島市江波町 (藤村, 1957), 廿日市市上
平良 (矢野・ 村上・ 赤木, 1993; 佐々 木・ 村上・
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矢野, 1994), 福山市芦田川 (中村, 1981), 尾道
市吉和町 (大林, l933), 福山市水呑町竹が端 (秋
山・ 坂本, 1997)

ydrochaMa hOeMa (SHARP) エソ' コ ガムシ

吉田町 (安芸高田市) 長屋(220m) ( lex., 15.X.
1994, 中村慎 一採集 )
松田・ 中村( l999) で, 前種として記録され
ていたものである.
比和町福田(560 m) ( lex., 28. VII 2001, 筆者採
集)
神石町 (神石高原町) 高光 (500m) ( lex., 5. x.
2003, 筆者採集)
福山市瀬戸町(50 m) ( lex., 29. VI. 1997, 安達隆
昌採集 )
大崎町 (大崎上島町) 中野(20m) ( lex., 11. Iv.
1999, 筆者採集)
木江町 (大崎上島町) 明石(30m) ( lex., 11. Iv.
l999, 筆者採集)

広島県におけるコガムシとェソ' コガムシの分布
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吉田町長屋ではべイトトラップで得られている
が, 他は, 水田や浅い池の縁で得られている.  こ
の他に, 比和町立自然科学博物館には, 東広島市
高屋町中野の標本も保管されているが,  これは別
途まとめられているので, ここには挙げない.

以上のように, 広島県においては, 両種が広く分
布していることがわかった. 中国山地の600 m前
後の場所から, 平野部の海岸付近まで両種が採集さ
れている. 中国地方では, 山地(1987) が岡山県中和
村初和から記録しているだけで, 他からの記録はな
い. また, 林成多氏に島根県の標本を確認して頂い
たが, すべてコガムシであったという. しかし, 広
島県の分布を基に考えると, 他県においても, 今後
発見される可能性が高い.
最後に, 平野幸彦氏には, 工ソコガムシの同定を
お願いし, 中村慎吾博士には比和町立自然科学博物
館に収蔵されている標本の確認に便宜を図っていた
だいた. 林成多氏, 山地治氏には, 島根県と岡山県
の分布について, 情報の提供をいただいた.  これら
の方々 に厚くお礼申し上げる.
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0九州における トサヒメテントゥとイノウェホソカ
タムシの記録
標記の種は九州からの記録がないようであるが,
下記のように採集しているので報告しておく. 報告
にあたりトサヒメテントウの同定を始め, 様々 なご
教示を頂いた佐々 治寛之博士に厚くお礼申し上げ
る.
1.  Keiscymnus tosaensts SAsAJI トサ ヒメテ ン

トウ

l f , 福岡県矢部村釈迦岳, 25. V. l 996.
l ♀, 福岡県那珂川町九千部山, 30. m 2003.
両個体とも採集は筆者, 同定・ 保管は佐々 治.
前者は標高1200 m付近のブナ帯で, 叩き網を
使って採集した. 後者は標高800 m付近にあった
カナクキ ノキの生木の薄くはがれた樹度下から採集
した.
本種は新潟, 福井, 大阪, 高知から知られていた
もので, 文献は佐々治 (2003) に詳しい.
2.  Antibothrus monmotoi SAsAJI イ ノウエホソ

カ タムシ

lex., 大分県庄内町黒岳, 8.V. l999.
採集・ 同定・ 保管は筆者.
標高900 m付近のブナ帯の中で採集した. 本種

は SAsAJI (1997) によって福井県と二重県の標本を
基に記載された種である.

参考文献

佐々治寛之, 2003. 表紙の図 「トサヒメテントウ」. 福井虫

報. (32):23-24.
SAsAJ!, H., 1997. A New Species of the Genus Ant ibo-

thrus lColeoptera, Bothrideridae) from Japan, with
Notes on the Japanese Bothriderinae. ESAK I A .
(37): 111-116.

(福岡県大野城市, 城戸克弥)

◇原稿の送付・ 間い合わせ先◇
原稿をワープロ等で作成される場合は, 刷り上が
り2 頁を越える報文は l 行49 字, 短報は1 行23
字にそろえ,  FDと印字したした原稿を l 部つけて
下記宛へお送りください. 附図がない場合には電子
メールに添付 (一太郎かワード) してお送りくださ
い.
〒156-0053 東京都世田谷区桜3- l4- l3 鈴木 亙
E-mai l: elater@bO8.i tscom.net
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Pidonia属シラネヒメハナカミキリ種群の覚え書
(3) ハクサンヒメハナカミキリの分類と分布について

窪 木 幹 夫

ハクサンヒメハナPidOma hakusanaは, 石川県白山産のc11''個体を用いて, 記載された(0HBAYAsHI et HAYA_
SHI, l960). この時, 飛騨山脈の白馬岳, 立山, 針ノ木岳, 針ノ木谷の個体が副模式標本として使用された. そ
の後, HAYASHI(1968) は, これをシラネヒメハナP.obscunorPlcの亜種と認め, 翅鞘の斑紋と 後腿節の色
彩を両亜極の区別点とした. 現在,  この考えが広く受け入れられている. の後腿節が黄褐色のシラネヒメハ
ナ (基亜種) は,  日光地方, 大白森山, 那須岳, 高原山, 帝釈山, 博士山, 鬼怒沼山, 皇海山, 赤城山 (黒檜
山) に分布する. c,''の後腿節に黒色部を持つ亜種ハクサンヒメハナは, おもに本州中部の日本海側地域の上
越 ' 越後山地, 浅間火山地域, 妙高火山地域, 飛騨山脈, 飛騨高原, 両白山地に分布する.  このほか, 八ヶ岳
本沢温泉から記載されたョコヤマヒメハナP yokoyamai もハクサンヒメハナの一員と考えられている.
この報告では,  シラネヒメハナとハクサンヒメハナの亜種関係を下記の二点から再検討した. 第一に, 頭,
前胸部の色, 翅鞘の斑紋, 後腿節の色, 交尾器側片の形, c,'''末端節背板の形を用いて, 白山のハクサンヒメ
ハナが持つ形質が,  どの地域まで共通しているのかを調べた. 次に, ハクサンヒメハナとシラネヒメハナの産
地間交尾を行い, 両亜種の分化について考えた. Pidomaの配偶行動は, ?が触角で♀に接触して始まる. ♀に接
触した は・♀に向かって接近し(approaching), ♀の背中にマウントする(mounting). は口器の小腥 で♀の

前胸背や翅鞘に接触し(maxi11ary-palpi licking), 同時に触角で♀の触角を交互に叩く (antennal tapping) 次
に, は交尾器を挿入するために, 少し後退し, 腹を曲げ(abdominal bending), 交尾器の側片で♀の腹部末端
に接触し, その位置を確認し, 内陰茎を挿入する(endophallus insertion). この一連の配偶行動の中で, は触
角や小腥 で♀の体表物質を感受している. Pidomaは, 接触性のフェロモンとしての機能を持つこの体表物質
を種の認知に使用している(窪木,1987). この体表物質が炭化水素であることは, 谷垣(2001) によって確認さ
れている. 配偶行動は, KuBoKI (1996) を参考に, 直径42 mm, 高さ21mmの透明プラスチック容器に l f,
1 ｽを入れ ,20分間,  接近 (A),  マウント (M),  �曲げ(B) , 内陰茎の挿入(I ) を確認した.   これらの結果から
シラネヒメハナとハクサンヒメハナ両亜種の新たな分割基準を提唱し, ハクサンヒメハナの分布形成について
考えた.

結 果

形態, 色彩の比較.
ハクサンヒメハナの記載や亜種分けに利用された頭, 前胸部の色, 翅鞘の斑紋, 後腿節の色などに加え, c,,''
交尾器包片 tegmen先端の側片 lateral lobes と(;1'末端節背板の形態を比較検討した.
①頭, 前胸部の色. 各個体群の80%以上の個体が示す色を調べた. それ以下の場合は, 色の変異で示した. 日
光地方を中心に分布する基亜種や越後山地では, 黒色で安定していた.  しかし, 上越山地から浅間火山地域で
は, 変異が甚だしかった. 谷川岳は黒色, 平標山は赤褐色, _国峠は黒から赤褐色, 面場山は黒から赤みを帯
びた黒褐色, 野反湖は黒から赤掲色, 志賀高原から白根山, 御飯岳, 四阿山は黒から赤みを帯びた黒掲色, 鹿
沢は赤掲色, 湯ノ丸林道は黒から赤みを帯びた黒褐色, 浅間山は赤褐色. 一方, 白山のハクサンヒメハナの頭,
前胸部の色は, 赤みを帯びた黒褐色で比較的安定していた. 飛騨山脈北部や妙高火山地域の色も白山に似てい
た. 飛騨山脈中部の亜高山帯の扇沢や黒部では黒色, 南部の上高地や白骨ではやや赤みをおびる傾向があった.
頭, 前胸部の色からみると, 白山から飛騨山脈北域, そして妙高火山地域まで共通していた.  しかし, 浅間火
山地域では変化が甚だしく, 御飯岳や草津白根山の個体群の中には, 白山や飛騨山脈のハクサンヒメハナと同
じような色の個体が含まれていた.
②翅鞘の斑紋.  日光地方産のシラネヒメハナと白山産のハクサンヒメハナのような分布域の両端を比較する
と, 両者は明瞭に区別できた. しかし, 中間地域で退色型や中間的個体が出現した. fの翅鞘La紋は, ハクサ
ンヒメハナで比較的大きく, 線状長楕円形, 時に発達してB紋と繁がる. 日光地方のシラネヒメハナの の La
紋は, 比較的小さく, 広線形. 白山のハクサンヒメハナのこのLa紋の特徴は, 白山から飛騨山脈, 戸隠山塊を
含む妙高火山地域まで共通していた. S紋やLp紋は, 個体変異が大きかった.
③f後腿節の色. この形質は, 亜種の区別に広く使われてきた. 白山から浅間火山地域, さらに上越・ 越後山地
までの日本海側地域の個体は, 後腿節に黒色部を持つ点で共通していた.
④f交尾器側片の形. 一連の配偶行動の中で, が早にマウントし, 交尾器を挿入しようと腹部を曲げた時,
は腹部末端から交尾器の包片先端の側片を出し, 早交尾器の挿入位置を確認する. 白山産の個体の側片は, 大き
く, 細長い. 側片の両側は, やや角張り, 先端が鋭角に突出する (図1-a). 一方, 日光地方産の個体の側片は,
小さく, 短く, 先端は丸みが強かった (図 l-j ). 白山のハクサンヒメハナからみると, 飛騨山脈, そして戸隠
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図1.  ハクサンヒメハナカミキリ (a~ f) とシラネヒメハナカミキリ (g~ j) の 交尾器の包片先端の側片
a, 白山釈迦体適 (石川県白峰村); b, 折立 (富山市有峰) ; c, 白骨 (長野県南安量村); d, 扇沢 (大町市); e, 擴
倉 (長野県白馬村) ; f. 大洞沢 (長野県戸隠村); g, 御t現岳 (長野県高山村) ; h, 三国ll,. (新潟県湯沢町); i, iti坂

(群馬県 恋村); j, 湯ノ湖 (目光市湯元).  スケール: 0.3 mm.

'●◆0◆9
図2.  ハクサンヒメハナカミキリ Ia~ c) とシラネヒメハナカミキリ ld ~ f) の 末端節背板

a, 白山釈迦林道; b.b,i沢; c, 上高地 (長野県南安墨村) ; d. 御 ; e、 三国ll・11: f, naノ湖.  スケール: 0.5 mm

山塊を含む妙高火山地域まで共通した形態を持っていた (図1-a~ f). ただし変異があり, 側片の両側が角張
らず, 先端の丸い個体が據倉 (図 l -e), 扇沢, 白骨などの個体群に認められた.
(5)c,フ'末端節背板の形. 白山産の背板は, やや縦長の四角形 (図2-a). 縦長になるほど後縁中央が, 深く丸く切
れ込む. 一方, 日光地方産の個体の背板は, やや丸形. 後緑中央が, 浅く切れ込む (図2-f). 御飯岳産の個体
の背板は, 日光地方のそれと同じ形態を持っていた (図2-d). 騨山脈の各個体群には, 下記のような変異が
認められた. 飛騨山脈西側の折立上流部,  クリヤ谷, 東側の連華温泉, 扇沢, 白骨スーパー林道には, 後縁角
が丸い白山の個体と共通した形態を持っていた. 一方, 扇沢 (図 2-b), 黒部, 上高地 (図 2-c), 白骨スーパー
林道, 妙高山には, 後縁角が斜めに切断状の形態を持つ個体が確認された. 白山のハクサンヒメハナからみる
と, 変異はあるが, 飛騨山脈そして戸隠山塊を含む妙高火山地域まで似た形態を持っていた.
産地間交尾.
飛騨山脈の栂池産のハクサンヒメハナと浅間火山地域の御飯岳と東館山産のシラネヒメハナの間で, 合計

24 組のペアをつくり, 配偶行動を観察した. あらかじめそれぞれの地域で交尾を確認した個体を実験に使用し
た. 結果を表 l に示した. に接触して接近行動をした は7 例, うち5 例がマウントし, 腹曲げ行動をした.
残り l7 例は, fが触角で Nに接触しても,  なんの反応も示さなかった.  ≠ﾉマウントしｽ f5  例も内陰茎の挿
はできなかった.
にマウントされた♀は, 体を左右に激しく揺すったり, 急に歩きだしたり, 後脚で背中の をキックした.

♀のこれらの拒否行動を受けても, マウントした は交尾行動を停止せず, 内陰茎の挿入を試みた. ♀は腹部末
端から産卵管の先端を出し, これを上下左右に振り, の内陰茎の挿入を拒ﾛ、した は拒否されてもマウント
を続け,  リッキング, タッピングを繰り返し, 内陰茎の挿入を試みた. が から逃げ出さない限り, この状態
が続き, のマウント, 腹曲げ行動が1 時間を越える場合もあった.
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考 察

シラネヒメハナPidonla obscuriorの2 亜種の区別に使用されてきた翅鞘の斑紋やd''後腿節の色のかわりに,
交尾器の側片と 末端節背板の形態を用いて本種を2 亜種に再分割することが可能である.  亜種ハクサンヒ
メハナssp hakusana OHBAYAsHl et HAYAsHlの側片は大きく, 長く , 時に側片の両側がえぐれ, 先端は細く
なる. 背板はやや縦長で, 後縁中央が深く切れ込む.  これらの特徴を持つ個体は, 両白山地, 飛騨高原, 飛騨
山脈, そして戸隠山塊を含む妙高火山地域に分布する. すなわち, ハクサンヒメハナは, 信濃川水系の西側に
分布する. 一方, 信濃川水系の東側には基亜種シラネヒメハナssp.obscunorPIcが分布する. 側片は小さく,
短く , 先端は丸い. 背板は丸形で, 後緑中央が浅く切れ込む. 上越・ 越後山地や浅間火山地域の個体群は, 亜
種ハクサンヒメハナと扱われてきたが, 側片と末端節背板の形態から基亜種に所属させた.
産地間交尾の結果は,  シラネヒメハナとハクサンヒメハナが交尾できない関係になっていることを教えてく
れた. ハクサンヒメハナ (長野県大町市扇沢産) と各地のシラネヒメハナとの間で予備的に行った交尾実験を
紹介しよう. 扇沢早vs. 長野県東部町湯ノ丸o'' (2 組) : l 組, 反応無し; 1 組, のマウント, ♀の交尾拒否. 扇
沢 vs. 群馬県六合村野反湖♀ (1 組) : 反応無し. 扇沢c,''' vs. 群馬県片品村坤六峠♀ (2 組) : 共に反応無し. 扇
沢♀vs. 坤六峠 (2 組) : 共に反応無し. 交尾は不成立であった. 一方, ハクサンヒメハナどうし (新潟県妙高
高原町笹ヶ峰vs. 同糸魚川市蓮華温泉),  シラネヒメハナどうし (野反湖vs. 坤六峠) の組み合わせでは, とも
に内陰茎の挿入を確認している. 交尾器の側片と末端節背板の形を用いた2 群分けと産地間交尾実験の結果
に矛盾はなかった.

24組中 5 組で が触角で♀の体表物質に接触し, 同種と認知し, マウントし, 腹曲げをした (表 l ). の側

片に違いがあるのに, 一部の個体が交尾行動をとったことは, 形態の分化と体表物質の分化の関係を考える参
考になるであろう.  ちなみに, ハクサンヒメハナとシラネヒメハナの両亜種間では, の側片や末端節背板の

形に違いがあるが, が同種と認知し, マウントした個体が約20% ほど含まれていた. これらの も順曲げを
し側片を出し, 早の順部末端に接触し, 内陰茎の挿入を試みたが, 交尾はできなかった.
産地間交尾で♀の体表物質が連うためにfが接近やマウント行動をとらなかったと仮定すると, による早の
認知の成否は, 種内変異や種分化, そして分布形成を考える材料として利用できるであろう. アサマヒメハナ
P takechiiの例では, 福島市幕川温泉の個体と扇沢や新潟県入広瀬村浅草岳の各個体との組み合わせでは相互
に交尾する(窪木, 1991 ). アサマヒメハナの分布域は, 連続的で広く, 垂直分布も山地帯から亜高山帯と広く,
各地で優占種となっている.  これはァサマヒメハナが比較的明るい環境下で活動し, 分布拡大能力が高く , 各
個体群の最近までの分布域の共有や最近の分布域の拡大を暗示している. アサマヒメハナに較べて,  シラネヒ
メハナやハクサンヒメハナの分布域は, 不連続的で, 垂直分布も山地帯上部から亜高山帯と狭く , 生息地も局
所的である.  シラネヒメハナとハクサンヒメハナの交尾の不成立は, 互いに認知できないほど体表物質が違っ
てしまうほど分布域の分断が長く続いたのかもしれない. 異なる産地の に一部の(1'''がマウントしたことは, ・♀

の体表物質だけでなく, 体表物質に対するfの感受性の幅についても個体レベルで検討する必要がある. 感受
性の幅の広い が早を同種と認知し, マウントしたという考えも否定できない. が♀にマウント しても必ずし

も交尾できなかった. この交尾不成立の原因は, ♀の拒否行動にある. この事実は, ♀の体表物質を利用したo''
による認知とは別に, 早にもd''を認知する仕組みがあること示唆している.
ハクサンヒメハナの分布域が信濃川以西に限定される理由は何であろうか. 過去におきた地球規模の気候変
動で生物の分布域が変化したことが知られている.  南北方向に続く山脈は, Pidoma の移動に好部合な回廊と
なり, 逆に森林に覆われていない平野や河川は, Pidomaの移動を妨げたであろう. ハクサンヒメハナは, 気候
変動の中でどこまで移動したのか. 現在, ハクサンヒメハナの分布域の東側には信濃川が流れている. 地史的
に, そこは北部フォッサマグナにあたる.  この北部フォッサマグナの海が, ハクサンヒメハナの移動を妨げた
のではないか. 北部フォッサマグナの海は, 新第三紀に 騨山脈や関東山地から運ばれた際, 砂, 泥で徐々 に

表1. ハクサンヒメハナカミキリ (;tif池) とシラネヒメハナカミキリ (御vu幅-,  東館ll」)  の産地間交尾
ペア番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1   12 13 14 15 16 17 18 19  20  21  22  23  24

個体辞
0 0 0 0 0 0 T T T T T T H H H H H H H H T T T T

・ l .

l l l l l .

T T T T T T 0 0 0 0 0 0 T T T T T T T T H H H H

の行動 x x x A x B >( x x x B x x A x B X X B X X X B X

個体群: T, 栂池 (長野県小谷村), 標高1,790 m; 0, 御ti最岳 (長野県高山付), 標高1,900 m; H, 東館山 (長野県山ノ内町),
標高 l ,900 m.
の行動: A, は触角で に接触し,  早に接近した; B, は♀にマウントし, 腹曲げをした;  x, o;''は触角で に接触したが,
反応なし.
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堆積した. 地層の中に含まれる化石は, 堆積した時代の環境を教えてくれる. 600ヵ年前以降でも, 海成屆の
柵層(中新世後期~鮮新世), 浅海から汽水性を経て淡水に至る環境で堆積した據丸屆(鮮新世), 湖沼性の堆
積物からなる豊野 (第四紀更新世) が堆積した. 東側は小海~佐久~上田~長野, 西側は塩尻~松本~大町~
白馬~鬼無里~長野~戸隠の間で南から日本海に向かって, これらの地層が徐々 に形成された (平林, l996)・
北部フォッサマグナの海は, 鮮新世までハクサンヒメハナとシラネヒメハナの分断に寄与した可能性が高い・
第四紀には長野県から海がなくなり, 長野盆地から飯山盆地にかけて湖沼(豊野湖) が形成された(豊野団
研グループ, 1972). ハクサンヒメハナは, 第四紀の寒冷期をどのように生きたのであろうか. ウルム氷期最寒
の約2 万年前の野尻湖周辺 (標高654 m) には,  トウヒ属, モミ属, ツガ属を中心とする亜寒帯の針葉樹林が
発達していた(TusKADA,1972) . 現在, このような森林は, 黒姫山や戸隠山の標高1,700 m以上にみられる.
気温減率を0.6℃/100 mで計算すると, 当時の気温は, 約6℃低かったことになる. 現在, 山地帯上部から亜
高山帯に生息するハクサンヒメハナも第四紀の寒冷期には, 森林帯の降下に伴って低所へ生息域を変えたと考
えられる. 飛騨山脈はいっ高い山になったのか. 山麓の礫の大きさがこれを教えてくれる. 松本盆地一帯は,
中新世末から鮮新世前期に飛騨山脈からの粗粒礫が増加し, 鮮新世後期から第四紀には大部分の礫が西方の飛
騨山脈起源となる(平林, 1966) . このことは, 飛騨山脈が鮮新世前期には高くなり始め, 鮮新世後期には東側
の山範に大量の粗粒際を供給できるほど高い山になっていたことを暗示している. 竹内(1991) は, 中央日本の
後期新生代地史のネオテクトニクス(地殻変動) の再編を試みる中で, 飛騨山脈は鮮新世後期, 250ヵ年前に
は標高2,000 mの高さになっていたと推定している. 飛騨山脈は, 第四紀の初頭にはハクサンヒメハナの垂直
的移動の受け皿と成り得る高さに成長していたと考えられる. 解析の進んだ黒部峡谷や高瀬谷は, 飛騨山脈の
形成の古さを物語っているのかもしれない.
第四紀の気候変動の中で, ハクサンヒメハナは飛騨山脈一帯でどのような生活を営んだのか, 現在の生活史
から考えてみよう. ハクサンヒメハナは, 幼虫が二度越冬して羽化する2 年生のPidomaである. ハクサンヒ
メハナは, その垂直分布域の高所と低所の個体群で生活史が異なっている. 低所の個体群は, 幼虫の模食可能
な期間がより長く, 二年目の幼虫は摂食可能な期間のすべてを利用しなくても翌年成虫になれる. すなわち,
低所の個体群は, 余裕をもって老熟幼虫になっている(窪木, 2002). 低所の個体群は, 気温が低下して幼虫が
f 食̂できる期間が短くなっても,  この余裕の期間を持っているので,  年内に老熟幼虫になり,  翌年羽化できる・
このことは, 低所の個体群は垂直的移動を最小限に止どめることができたと思われる. たとえば, 現在より気
温が8℃低かった場合, 生息場所が約 l,300 mも降下したことになる. この余裕の期間を利用すると, 低所の
個体群は, l,300mも降下しなくても, 寒冷期を過ごせたのではないか. 一方, 高所の個体群は, この余裕の期
間を持たないので, ある程度気温の低下の影響を受けて生息場所を l,300 mも降下させた可能性が高い. 寒冷
期にはハクサンヒメハナの垂直分布域は, 飛騨山脈の低所に圧縮されたと考えられる.
以上, 鮮新世までは北部フォッサマグナの海による分断が, 第四紀更新世以降は飛騨山脈での垂直的移動が
ハクサンヒメハナの分化に貢献したと考えた.  飛騨山脈各地のハクサンヒメハナの の側片や末端節背板の形
には変異が認められた. 一方,  シラネヒメハナにも体色や題鞘の斑紋に変異が認められた. 特に, 日光地方の
シラネヒメハナと比較して, 浅間火山地域の個体の体色や翅鞘の斑紋は明らかに異なる.  これらの変異や差異
が, いっどのように形成されたのか興味あるところである. また, 信濃川水系の中に位置する八ヶ岳のョコヤ
マヒメハナや扉峠で採集された目光産のシラネヒメハナに似た個体 (早川, 1993) を含め, 信濃川以東に分布
するシラネヒメハナの調査研究が必要である.
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0兵庫県からのアリ ノ スコプェンマムシの記録
筆者は, 兵庫県立人と自然の博物館が行なった兵
庫県神崎郡大河内町砥峰高原の調査に参加した. そ
の際記録の少ないアリノスコブェンマムシEucur-
tiopsis otami (K. SAwADA) を採集したので報告す
る.

2002 年5 月25 日の定例採集日の夕方, ヤマハ
ンノキ,  ミズナラの疎林の林床の石の下に営巣して
いるァズマオオズァリ Pheidote ferυIda F. SMITH
の コ ロ ニ ーからァリ ノスコブェンマムシを l 個体

採集した. 表面的にはァリの個体数は10頭から20
頭ほどで少なく, 本種は脚を縮めた状態で石の要に
張り付いてじっとうずくまっていた. 動かない微小
な虫でも砂粒と区別できるから不思議である. 生き
ているときの本種は多くのアリッ'カムシのように微
毛による? 光沢があり, 発見した瞬間は頭胸部のな
くなった好蟻性アリッカムシかと思った. 採集時
は, 西川(1993) にあるように兵アリ頭部に擬態し
ているとは感じなかった. 単に洞察力が足らないの
であろ うか ? なお, 同場所に設置されたマレー ゼ
トラップでも l 個体採集されている.
本種は現在, 千葉県, 埼玉県, 神奈川県, 静岡県,
二重県, 大分県で確認されている. 多分広く分布し
ているのであろう. 本種はァズマオオズアリの巣よ
り採集されるほか, べイドトラップ(0HARA, 1994)
やッルグ レン装置 (島野, l996), 落ち葉ふるい (宮
谷, 1996) でも得られている.
当地はススキ草原であり, かっては放牧や野焼き
も行われていたそうである. 谷部には湿地があり,
ランなどの湿地性の植物も多い. 近年になり野焼き
が再開され観光地として開発が徐々 に進んでいる
が, 調査を通じて興味深い種が多種得られている.
調査の詳細は兵庫昆虫談話会の会誌きべりはむしの
第31 巻第 l 号・2 号に発表される予定である.
最後に本種に関する情報や文献を御教授頂いた大
谷規夫氏, 大原昌弘博士, 島野智之氏, 水野幸造氏
に厚くお礼申し上げる. 筆者の怠慢により報告の遅
れたことをお詫びいたします.
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0埼玉 におけるオオサルハムシの記録
オオサルハムシChrysochus chinensis BALYは,
本州・ 四国・ 九州に分布することが知られているが
( 木元・ 滝沢,1994), 吉越ほか (l998) によると埼玉
県では未記録のようである. 筆者は, 以下のとおり
埼玉県において本種を確認しているので報告する.

2exs., 埼玉県北川辺町本郷, l3. Vm 2003,  筆者
採集.
確認した場所は, 利根川に合流する付近の渡良瀬
川右岸の河川敷のョシ原である. 上流に位置する渡
良瀬遊水地においても本種は確認されている (大
川, 2002).  本種成虫の食餌植物としてはシロバナ
カモメッ'ルCynancht‘m sublanceolatum var. mac-
ranthum が知られているが (草刈,  1987; 岩井,
2002),  当地ではシロバナカモメッ'ルと同じガガイ
モ科のコカモメッ'ル 「yiophora on'bunda を成虫
が摂食することを観察した.
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0ウラジロモミ根元土中よりセアカホソクチソゥム
シを確認
筆者は晩秋にモミ類の技にセアカホソクチソ'ウム
シ(Apionsulcir,ostre SHARP) 成体が集まることを報
告している (大塩, 2000).
この度本生態が観察されたゥラジロモミの土中よ
り本種を抽出したので報告する. 場所は富士山南斜
面のミズナラ優占林で,  ウラジロモミ,  フジザクラ
などが点在する.  ミズナラは洛葉し, 林床は明るい
陽光に照らされていた.

写真 l
写真2
写真3

ウラジロモミの根Jt.
抽出状況.
土中から抽出した個体 (中央)
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このウラジロモミの根元の土約 20 x20 cm, 深さ
約5 cmの土を3 箇所採取し,  シフタ一 で分離した
土をソー ティングした. その結果, 本種が以下の通
り確認できた.

4 頭, 静岡県御殿場市富士山, 富士山幕岩の近く ,
alt. 約1300 m, 1. XI 2003.
なお, 土中より本種を確認後に枝先を詳細に観察
した結果, 数頭が確認できた.  これらのことから,
本種はゥラジロモミなど常緑針葉樹に集まり, その
根元付近の土中で越冬するものと推察している. 実
際に常緑針葉樹根元の地表温度変化と他の場所の変
化を比較測定してみなければ判らないが, 常緑針葉
樹の根元は降霜が無く,  また目中陽光が当たらない
ために降雪期までの地表温度変化が少ないことが想
像される.  ことから,  日内気温変化に影響をされず
安定した越冬生理状態を保つために当地に分布する
ウラジロモミに集中し, その根元にて越冬するので
はないかと筆者は考えている.
末筆ながら, 本調査にご協力頂いた中村直美氏に

illく御礼申し上げる.
参考文献

大塩一郎, 2000. セアカホソクチソ ウムシの晩秋における
知見, 甲 =ユース, (127/128): 3.

( 神奈川県小田原市,  大塩一郎)

◇2003 年度採集例会報告◇
2003 年度の日本鞘翅学会の採集例会は6 月28
日から 29 日にかけて, 奈良県大峰山系の和佐又山
の和佐又山ヒュッテにおいて行われた. 和佐又山は
1998 年,  1999 年, 2000年の3 年間,  日本甲虫学
会との合同採集例会が行われた場所である. 2001
年度と 2002 年度は御座石鉱泉で行われたので, 3
年ぶりにまた戻ったといえる.  日本甲虫学会との合
同開催は l998 年以来6 年間継続している.
参加者は日本鞘翅学会7 名,  日本甲虫学会16 名
で両方合わせて23 名であった.
夕食後の想親会で親a空を深めた後, 恒例のナイ
ターが行われ, 参加者はナイター組みと想親会継続
組と二手に分かれた.  このところ和佐又山のナイ
ターでは強風や小雨などの悪天候にたたられて来て
いるが, 今回は最初から完全な雨であり, 今までの
中でも最悪の条件であったといえる. 想親会の継続
の要もたけなわの中で楽しいひと時ではあったが,
“ナイターは参加することに意義がある. 採集に行

-i建 .事
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かねば虫はとれない. ” と考えてちょっとだけ皆が
引き上げたあとのナイターを見回りにいった.  ちょ
うど9 時ごろであり, 雨にもかかわらず気温は下っ
ていない状況で虫は一応飛んできていた. たまた
ま, ナイターの白布の一番下の部分を這ってうごめ
いているァカハネムシのような虫がいたが, 捕まえ
てみるとびっく り, なんとムナコブハナカ ミキリの
であった. 近くにノリゥッキ'があり,  そこから発
生していた可能性はある. 水野弘造氏によれば, 奈
良県ではほとんど記録がなかった種であるとのこと
である.
翌日は好天に恵まれ, 絶好の採集日和であった.
ノリウッキ'の幹の見回りと吹き上げでムナコブハナ
カ ミキリの追加をねらったが, 追加できなかった.

2004 年度も甲虫学会との合同採集例会を予定し
ており, 7 月下旬に四国の剣山を予定している.

(横浜市青葉区, 大木 裕)
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とご協力をお願い致したい.
(庶務担当, 岸本年郎)

◇会計報告◇
2002 年度決算 (2002 年1 月1 日~12 月31 日)
収  入 予  算 決  算 增  減

前年度繰越金

会費
広告賀
出版物売上金
雑収入
大会助成tit返金
ELYTRA2 号
印刷賀捕助

(特別会計)

3,920,000円 4,087,876 円

3,400,000 3,653,000
60,000 60,000
50,000 195,720

0 20,101
0 25,000
0 451.795

l 67,876 円

253,000
0

145,720
20,10 1
25,000

4 51.795

合 計 7,430,000 8,493,492 1,063,492

支  出 予  算 決 算 増  減

会誌印刷費

(Elytra) 2,200,000円 3,024,630円
会誌印刷費

(甲 ニュース) 1,000,000 940,904
会誌送料 600,000 834,666
通信費 150,000 60,030
事務費 150,000 l 63,800
大会助成費 100,000 loo,coo
予備費 50,000 105,693
次年度繰越金 3,180.000 3,263,769

824.630円

△59,096
234,666
△89,970

13,800
0

55.693
83,769

◇2003 年度大会報告◇
日本鞘翅学会第16 回大会は2003 年11 月29 日~

30日にかけて, 森本桂大会委員長のもと, 福岡県福
岡市九州大学六本松キャンパスにて開催された. 初
日, 総会で幕を開けた後, 一般講演の口頭発表 l l
題が行われ, 様々 な角度からの興味深い発表が続い
た. タ方はポスター発表3 題の発表があり, ポス
ター会場でも有意義な議論が交わされていた模様で
ある. 懇親会はたいへん盛り上がり, 実行委員長の
荒谷邦雄さんによると, 会場を提供して下さった大
学生協の担当の方は「よく飲む」学会であることに
驚いていたそうである. 二目日の同定会は相変わら
ずの盛況で, あちこちで順番待ちの列も見られた.
分野ごとの分科会の後, 最終プログラムは「甲虫分
類学の進歩」 と題した公開シンポジウー'、e・, 各群の
第一人者による分類群ごとの最新の知見や展望が披
題された.  この企画は, 実に楽しくエキサイティン
グであり, 議論は予定時刻を過ぎても白熱し, いっ
までも続きそうであったが, 名残を惜しみつつ閉会
し, 大会は無事終了した. また, 大会翌目は同所に
て特別企画ワークショ ップ 「甲虫のDNA研究の現
状」 が行われた.
なお, 総会では会の健全な連営を目指し, 2005
年度より会費の値上げが提案, 了承された. 後も
活発な活動を続けていくために, 会員諸氏のご理解

合 計 7,430,000 8,493,492 1,063,492

2.  特別会計2002 年度決算

収 入 支 出

前年度繰越金

波辺泰明先生
退職記念事業

会から寄付
利息

2,845,502 円 渡辺泰明先生

退職記念事業
181, l l 3 会へ補域 206,585 円

275 ELYTRA2 号
印刷費補助 451,795
次年度繰越金 2,368,510

合 計 3,026,890 合 計 3,026,890

(会計担当, 斉藤明子 )

◇会 iL動静◇
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昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0, 1,2,3, 4,5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒l50-0002 東京都渋谷区渋谷1 丁目7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409-6160
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